
労働保険の手引　令和３年度版　―わかりやすい年度更新の手続―     正誤表　2021/5/19
本書の掲載内容に下記の誤りがございました。謹んでお詫び申し上げます。

●ｐ29　4行目カッコ書き

　　　誤）（１円未満の端数を切り捨てた額）

　　　正）（原則として、源泉控除する場合、被保険者負担分の端数が 50銭以下の場合は切り捨てた額、

　　　　　50銭１厘以上の場合は切り上げた額）

●ｐ48　記入例２　①一元適用事業で労災保険と雇用保険の両保険が成立している、②常用労働者のほかにアルバ
　　　　　イト学生（雇用保険の被保険者とならない者）を使用している、の場合

●ｐ53　記入例７　⑳（イ）欄の充当額が、延納する場合の労働保険料の第１期分の額より多く、一般拠出金も充
　　　　　当する、の場合

◯ｐ52 の続き

2,352,260

15.00

削除

820,574

823,076

削除

36,486

削除

36,486

925,716

(ｲ）に◯を 付 け、

（ﾛ）の◯を削除

426,240

592,845

削除

12.00

12.00



◯ｐ48 の続き

●ｐ49　記入例３　①一元適用事業で労災保険と雇用保険の両保険が成立している、②使用労働者のすべてが雇用
　　　　　保険の被保険者である、③令和３年度の賃金総額の見込額が令和２年度の賃金総額の 100 分の 200 を
　　　　　超える、の場合

●ｐ50　記入例４　①一元適用事業で労災保険と雇用保険の両保険が成立している、②使用労働者のすべてが雇用
　　　　　保険の被保険者である、③令和３年度の賃金総額の見込額が令和２年度の確定賃金総額の 100 分の 50
　　　　　未満となる、の場合

●ｐ52　記入例６　①二元適用事業で雇用保険が成立している（特掲事業の建設の事業）、の場合
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